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「
ふ
る
さ
と
交
流
村
」
の
議
題
で

は
担
当
課
か
ら
農
業
振
興
施
策

の
経
過
・
実
績
を
報
告
。 

西
澤
議
員
は
、
農
業
振
興
と
施

設
建
設
に
は
飛
躍
が
あ
る
。
施
設

建
設
イ
コ
ー
ル
農
業
振
興
に
は

な
ら
な
い
と
提
起
。
こ
の
図
で
示

さ
れ
た
建
物
の
構
成
、
配
置
な
ど

は
誰
と
協
議
し
た
結
果
か
、
ま

た
、
交
流
村
の
各
部
分
（
直
売
所
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
展
示
場
な
ど
）
を

統
括
し
て
管
理
運
営
の
責
任
に

あ
た
る
機
関
は
決
ま
っ
て
い
る

の
か
、
と
質
問
。 

担
当
主
監
は
、
図
は
主
に
役
場

内
の
協
議
に
よ
る
も
の
。
今
後
、

各
種
関
係
団
体
等
と
協
議
し
施

設
、
配
置
等
を
詰
め
て
い
く
、
な

ど
と
回
答
。
山
崎
町
長
は
、
現
在

運
営
母
体
は
決
ま
っ
て
い
な
い

が
、
来
年
に
な
れ
ば
、
交
流
村
全

体
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上

げ
る
予
定
だ
、
と
答
え
ま
し
た
。 

せ
せ
ら
ぎ
直
売
所
（
北
落
）
の

販
売
が
昨
年
の
倍
に
な
っ
た
と

報
告
が
あ
り
、
西
澤
議
員
は
実
数

で
報
告
を
と
質
問
。
昨
年
は
２
６

５
９
千
円
、
今
年
は
５
百
万
に
届

く
見
通
し
だ
と
回
答
。 

８
月
の
全
協
で
報
告
の
あ
っ

た
特
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
山
田
禎

雄
チ
ー
フ
ほ
か
４
名
）
か
ら
の
成

果
報
告
が
な
か
っ
た
た
め
、
木
村

修
議
員
が
質
問
す
る
と
、
担
当
主

監
は
「
農
業
振
興
」
の
レ
ジ
メ
に

反
映
し
て
い
る
と
の
回
答
に
留

ま
り
、
特
命
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
任

「
こ
ん
な
に
祝
福
さ
れ
な
い
『
着
工
』
は
な
い
」
と
、
あ
る
町
民
が

つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。
多
数
の
町
民
が
待
ち
に
待
っ
た
事
業
な
ら
、
寂
し

い
思
い
は
起
き
て
こ
な
い
と
思
い
ま
す
。
県
の
開
発
許
可
を
受
け
て
17

日
、
表
土
の
剥
ぎ
取
り
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
同
日
、
議
会
全
員
協

議
会
が
開
か
れ
、
「
ふ
る
さ
と
交
流
村
」
に
つ
い
て
の
経
過
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
他
に
４
つ
の
議
題
が
あ
り
、
十
分
な
時
間
を
と
っ
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

同
時
に
12
月
議
会
の
日
程
案
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

な
ら
施
設
が
過
大
す
ぎ
、
全
体
を

取
り
仕
切
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
正
体
は

不
明
。
コ
ン
ビ
ニ
に
24
時
間
周

辺
の
維
持
管
理
・
災
害
協
定
も
委

託
す
る
と
し
た
当
初
計
画
も
未

確
定
。
多
数
の
町
民
は
蚊
帳
の

外
。
尼
子
駅
前
整
備
を
思
い
起
こ

さ
せ
ま
す
。
質
疑
の
中
で
「
シ
ャ

12 月議会予定 
11月 25日・議会運営委員会 
２日・全員協議会：議案説明 
８日・開会：議案提案、一般質問
9日・常任委員会 
11日・閉会：採決等 
◆25日の議運で正式に確認 

務
と
し
て
い
た
「
経
営
母
体
」

「
特
産
品
」
は
明
示
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。 

 

西
澤
議
員
の
話
し 

「
ふ
る
さ
と
交
流
村
」

の
施
設
建
設
を
な
ぜ
そ
ん

な
に
急
ぐ
の
だ
ろ
う
か
と

改
め
て
強
く
疑
問
に
思
い

ま
し
た
。「
直
売
所
」
だ
け

全協に提出された「ふ

るさと交流村」配置図 
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ワ
ー
室
は
貸
農
園
で
汗
を
か
い
た
人

の
た
め
」
な
ど
と
答
え
ま
し
た
が
「
貸

農
園
」
な
ど
は
未
定
の
話
。
町
民
の

知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
計
画
が
膨
ら
ん

で
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

埋
め
立
て
工
事
は
強
行
さ
れ
ま
す

が
、
今
後
、
事
業
開
始
に
は
、
次
の

ハ
ー
ド
ル
＝
①
残
り
の
用
地
の
一
般

会
計
買
い
戻
し
議
決
、
②
建
物
建
設

費
の
議
決
、
③
県
の
簡
易
パ
ー
キ
ン

グ
事
業
採
択
、
④
管
理
・
運
営
・
経

営
機
関
の
設
置
―
を
越
え
ね
ば
な
ら

ず
、
町
民
置
き
去
り
の
計
画
を
改
め

さ
せ
る
に
は
町
民
世
論
の
動
向
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
知
り
合
い

の
議
員
へ
働
き
か
け
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。 

 去る 17日、日本共産党の西澤町議会議員が提出
した要望趣旨は次の内容です。 
「今、町民のくらしは大変苦しく、余裕がなく、

貧困と格差が広がるばかりです。定率減税の廃止・

老年者控除の廃止など相次ぐ増税、年金制度の改

悪、医療費の値上げ、原油高騰などによる諸物価の

値上がり、米価の暴落、諸資材の値上がりなどが家

計を直撃しています。」（中略）「地方政治は、国の

悪政に立ち向かうとともに、悪政の防波堤になっ

て、住民のくらしを守る政治が強く求められ、甲良

ふるさと交流村計画に注ぎ込む税金は町民のくら

しと営業の応援に充てるべきときです。」と強調し

ました。 
≪要望書の項目≫ 

１、燃えるゴミの収集を通年週 2回に増やしてくだ
さい。 

２、後期高齢者医療保険制度の廃止をめざし、窓口

負担分の一定割合を軽減してください。 
３、障害者自立支援法による「応益負担」の廃止を

めざし、町独自補助を創設してください。 
４、生活保護、高齢者、一人親、障害者など社会的・

経済的弱者の世帯に対し、原油高騰への緊急対策

を行ってください。 
６、ハウス栽培の暖房代を補助してください。 
７、国に対し、主要農産物の価格保障と農業の持つ

公的役割に応じ所得補償を行うよう国に働きか

けるとともに、町でできる農産物の「価格補てん

制度」を創設すること。 
７、家族経営を尊重するとともに、経営規模、経営

形態にかかわりなく支援の対象とすること。 
８、「安心安全作物宣言」の取り組みなどをすすめ、

仮称「地域農業再生総合推進条例」をめざし、一

致点で町民が協力共同できる条件を広げ、公募委

員による「検討委員会」を設置すること。 
９、農業機械の新規購入・更新時の補助制度を創設

すること。 
10、Ｋモール（マルゼン）に対し、地元農産物の販

売コーナー設置を働きかけること。 
11、経済波及効果の大きい「住宅リフオーム助成
制度」を創設してください。 

12、介護保険料・利用料の減免制度を創設してく
ださい。 

13、介護認定者全員に「障害者控除」が適用でき
ることを「公報」ではなく、「個別通知」を行

ってください。 
14、国民健康保険について 
①すでに策定されている減免規定を広報など

で公開すること 
②滞納克服のための保険証取り上げ（不交付）

は国民皆保険の趣旨にも反し、人道的見地にも

違反し、滞納克服の効力とも異質なもの。資格

証明書は「原則発行しない」立場を確立するこ

と。 
15、県道出町―野口間の拡幅・整備工事を早期に
完成させるよう県に強く要請すること。 

16、県道Ｋモール前交差点に早期に信号機を設置
すること。 

17、特定地域を特別扱いする「同和行政」を終結
すること。 

18、「甲良ふるさと交流村」（以下「交流村」とい
う）計画について以下の諸点を明らかにしてく

ださい。これらはアンケートや日常私たちに寄

せられた声であり、疑問に思っている事柄で

す。初歩的な事項、用語も含めて回答をお願い

します。 
※紙面の関係で次回に詳しくお伝えします。 
今回は整理項目のみとします。 
【施設、設計関係等】 
【収支見通し、開設の位置など】 
【借金の返済、経営責任】 
【特産品開発など】 
【コンビニストア】 
【簡易パーキング事業】 
【計画の見直し】 
 

「
交
流
村
計
画
」
へ
の
税
金
は 

町
民
の
く
ら
し
と
営
業
の
応
援
に 

17
日
午
後
、
西
澤
議
員
は
２
人
の
町
民
と
と
も
に
、「
町
民

の
く
ら
し
を
守
る
２
０
０
９
年
度
予
算
と
緊
急
要
望
書
」
を

提
出
し
、
山
﨑
町
長
と
面
談
し
ま
し
た
。 

要
望
書
は
第
１
次
分
18
項
目
で
、
ふ
る
さ
と
交
流
村
計
画

に
対
す
る
疑
問
も
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
そ

の
後
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
願
い
を
も
と
に
第
二
次
と

し
て
ま
と
め
る
予
定
で
す
。 

面
談
で
は
県
が
小
中
学
校
と
も
低
学
年
の
み
で
実
施
し
て

い
る
35
人
学
級
を
「
新
た
な
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
順
次
廃

止
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
も
と
で
、
継
続
拡
充
を
願
う

若
い
お
母
さ
ん
の
願
い
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
ア
ン
ケ

ー
ト
を
読
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
か
」
と
の
質
問
に
、
山
﨑

町
長
が
「
無
責
任
な
意
見
に
答
え
る
も
の
は
な
い
。
名
乗
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
人
た
ち
を
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
」
な

ど
と
応
答
。
西
澤
議
員
は
、
町
民
が
本
音
で
話
せ
な
い
と
い

う
現
実
を
町
長
は
受
け
止
め
る
べ
き
だ
と
返
す
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。 


